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決算回数から投信市場の変化を探る Ｐ.7 

トピックス 

第8号 2017年2月 

投信指数 

MAB 300は我が国を代表する公募追加型株式投資信託(純資産額上位300銘柄)を選定し、分
配金再投資基準価額を単純平均した指数です。 

1月のMAB 300
　月次サマリー P.2
　寄与度 ベスト10 ワースト10 P.3
　売れ筋 ベスト10 P.4
　パフォーマンス ベスト10 P.4
　純資産額増減 ベスト5 ワースト5 P.5
　新顔ファンド P.5

新顔ファンド紹介
　　　初めてMAB 300に入った新顔ファンドの中から注目ファンドを紹介します。

　グローバル・ハイクオリティ成長株式ファンド （為替ヘッジなし）愛称：未来の世界

トピックス
　決算回数から投信市場の変化を探る

P.7

P.6

 トランプ大統領による就任直後からの規制緩和やインフラ投資などの大統領令が好感されて
米国株式は上昇しましたが、入国審査など排他的な側面への懸念も強まり足踏みとなりまし
た。貿易黒字国への批判的な声明によるドル安から、日本、欧州の株式も伸び悩みました。 
 これらを受け、わが国の投信市場では、先進国の株式ファンドは小幅な上昇にとどまりまし
た。一方で、米国の保護主義的な政策や金利上昇への懸念から下落していた新興国株式ファン
ドは、売られすぎの反動やブラジルの利下げを好感して反発しました。また、ＲＥＩＴファン
ドは金利上昇への懸念から下落に転じています。 
 資金流出面では、当月も国内株式ファンドやＲＥＩＴファンドを中心に利益確定売りが続
き、MAB 300構成銘柄合計で2千億円近い資金流出となりました。 

先進国株式ファンドの上昇基調は一旦足踏み 



基準日：2017年1月31日 

国内株式

55
国内債券

18

外国株式(先
進国)

48

エマージング

株式

9

外国債券

(先進国)
46エマージング

債券

18

ハイイールド

債券

22

複合資産

37

REIT
40

その他

7

1月のMAB 300 
 

 月次サマリー 
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１．指数 

２．推移 

３．カテゴリー別 寄与度ランキング ４．カテゴリー別 構成ファンド本数 

○直近10年 ○2017年1月 

カテゴリー 寄与度（円）

国内株式 18.0

エマージング債券 11.8

エマージング株式 10.9

ハイイールド債券 10.2

外国債券（先進国） 4.9

外国株式（先進国） 3.8

その他 -1.1 

国内債券 -2.4 

複合資産 -6.3 

REIT -14.8 

合計 35.0

今月末 前月末 前月比 月間騰落率

10,320円 10,285円 +35円 +0.34%

年初来高値 年初来安値 純資産総額 前月比 月間ネット資金流出入額

10,429円
(2017/01/05)

10,202円
(2017/01/18)

394,504億円 -5,259億円 -1,774億円
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1月のMAB 300 
 

 寄与度 ベスト10 ワースト10 

５．寄与度 ベスト10 ワースト10 

上位

順位 ファンド名 運用会社名
騰落率
(％)※

寄与度
(円)

1 野村インド株投資 野村アセットマネジメント +6.43 +3.48

2
野村日本ブランド株投資（ブラジルレアルコース）
毎月分配型

野村アセットマネジメント +5.96 +2.97

3
野村米国ハイ・イールド債券投信（ブラジルレアル
コース）毎月分配型

野村アセットマネジメント +4.42 +2.52

4
東京海上Ｊ－ＲＥＩＴ投信（通貨選択型）ブラジルレ
アルコース（毎月分配型）

東京海上アセットマネジメント +5.03 +2.34

5 イーストスプリング・インド株式オープン
イーストスプリング・インベスト
メンツ

+4.38 +2.29

6
野村米国ハイ・イールド債券投信（豪ドルコース）
毎月分配型

野村アセットマネジメント +3.78 +2.26

7
東京海上Ｊ－ＲＥＩＴ投信（通貨選択型）豪ドルコー
ス（毎月分配型）

東京海上アセットマネジメント +4.53 +2.25

8 ＪＰＭザ・ジャパン
ＪＰモルガン・アセット・マネジ
メント

+2.27 +2.13

9 ＨＳＢＣインドオープン ＨＳＢＣ投信 +4.96 +2.05

10 日本株厳選ファンド・ブラジルレアルコース 大和住銀投信投資顧問 +5.20 +2.04

下位

順位 ファンド名 運用会社名
騰落率
(％)※

寄与度
(円)

1
アムンディ・欧州ハイ・イールド債券ファンド（トルコ
リラコース）

アムンディ・ジャパン -7.72 -2.42

2
日興ピムコ・ハイインカム・ソブリン・ファンド毎月分
配型（トルコリラコース）

日興アセットマネジメント -7.22 -1.97

3 トヨタグループ株式ファンド 三井住友アセットマネジメント -2.99 -1.65

4 フィデリティ・ＵＳリート・ファンドＢ（為替ヘッジなし） フィデリティ投信 -2.58 -1.56

5
日興・ＡＭＰグローバルＲＥＩＴファンド毎月分配型Ａ
（ヘッジなし）

日興アセットマネジメント -3.06 -1.44

6 ノムラ日米ＲＥＩＴファンド（毎月分配型） 野村アセットマネジメント -1.84 -1.17

7 ワールド・リート・オープン（毎月決算型） 三菱ＵＦＪ国際投信 -2.51 -1.09

8 ラサール・グローバルＲＥＩＴファンド（毎月分配型） 日興アセットマネジメント -2.77 -1.08

9
ダイワ米国リート・ファンド（毎月分配型）為替ヘッ
ジなし

大和証券投資信託委託 -1.94 -1.01

10 グローバル・ヘルスケア＆バイオ・ファンド（健次） 三菱ＵＦＪ国際投信 -1.63 -0.99

※分配金再投資基準価額の騰落率を表しています。



基準日：2017年1月31日 

4 

1月のMAB 300 
 

 売れ筋 & パフォーマンス ベスト10 

６．売れ筋 ベスト10 

７．パフォーマンス ベスト10  

順位 ファンド名 運用会社名 カテゴリー
月間ネット流入額

(百万円)※

1
ＬＭ・オーストラリア高配当株ファンド
（毎月分配型）

レッグ・メイソン・アセット・マ
ネジメント

外国株式（先進国） +53,955

2
東京海上・円資産バランスファンド（毎
月決算型）（円奏会）

東京海上アセットマネジメント 複合資産 +15,513

3 グローバルＡＩファンド 三井住友アセットマネジメント 外国株式（先進国） +14,473

4
通貨選択型Ｊリート・ファンド（毎月分配
型）ブラジルレアルコース

アセットマネジメントＯｎｅ REIT +14,270

5
みずほＵＳハイイールドオープンＢコー
ス（為替ヘッジなし）

アセットマネジメントＯｎｅ ハイイールド債券 +12,506

6 ファンド・マネジャー（国内債券） 三菱ＵＦＪ国際投信 国内債券 +12,000

7
ニッセイグローバル好配当株式プラス
（毎月決算型）

ニッセイアセットマネジメント 外国株式（先進国） +11,631

8
ダイワＪ－ＲＥＩＴオープン（毎月分配
型）

大和証券投資信託委託 REIT +11,586

9 フィデリティ・ＵＳハイ・イールド・ファンド フィデリティ投信 ハイイールド債券 +11,508

10 野村インド株投資 野村アセットマネジメント エマージング株式 +11,258

順位 ファンド名 運用会社名 カテゴリー
月間騰落率

(％)

1 ＨＳＢＣブラジルオープン ＨＳＢＣ投信 エマージング株式 +8.34

2 野村インド株投資 野村アセットマネジメント エマージング株式 +6.43

3
野村日本ブランド株投資（ブラジルレア
ルコース）毎月分配型

野村アセットマネジメント 国内株式 +5.96

4
日本株厳選ファンド・ブラジルレアル
コース

大和住銀投信投資顧問 国内株式 +5.20

5
東京海上Ｊ－ＲＥＩＴ投信（通貨選択型）
ブラジルレアルコース（毎月分配型）

東京海上アセットマネジメント REIT +5.03

6 ＨＳＢＣインドオープン ＨＳＢＣ投信 エマージング株式 +4.96

7
日本株アルファ・カルテット（毎月分配
型）

大和住銀投信投資顧問 国内株式 +4.84

8

三菱ＵＦＪ新興国高利回り社債ファンド
通貨選択シリーズ＜ブラジルレアル
コース＞（毎月分配型）（グローイング・
スター）

三菱ＵＦＪ国際投信 ハイイールド債券 +4.72

9
東京海上Ｊ－ＲＥＩＴ投信（通貨選択型）
豪ドルコース（毎月分配型）

東京海上アセットマネジメント REIT +4.53

10
野村米国ハイ・イールド債券投信（ブラ
ジルレアルコース）毎月分配型

野村アセットマネジメント ハイイールド債券 +4.42

- MAB 300 - - +0.34

※月間ネット流入額は三菱アセット・ブレインズの推計値です。 
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８．純資産額増減 ベスト5 ワースト5 

９．新顔ファンド 

1月のMAB 300 
 

 純資産額増減 ベスト5 ワースト5 ＆ 新顔 

ファンド名 運用会社 カテゴリー
純資産額
（百万円）

グローバル・ハイクオリティ成長株式ファンド（為替
ヘッジなし）（未来の世界）

アセットマネジメントＯｎｅ 外国株式（先進国） 47,895

いちよし中小型成長株ファンド（あすなろ）
いちよしアセットマネジメ
ント

国内株式 42,837

投資のソムリエ アセットマネジメントＯｎｅ 複合資産 40,201

イーストスプリング・インド公益インフラ債券ファンド
（毎月決算型）

イーストスプリング・イン
ベストメンツ

エマージング債券 40,077

セゾン資産形成の達人ファンド セゾン投信 外国株式（先進国） 38,871

アムンディ・ダブルウォッチ アムンディ・ジャパン 複合資産 38,823

■増加

順位 ファンド名 運用会社 カテゴリー
純資産額
（百万円）

前月比
（百万円）

1
ＬＭ・オーストラリア高配当株ファ
ンド（毎月分配型）

レッグ・メイソン・アセット・
マネジメント

外国株式
（先進国）

355,415 +46,511

2 野村インド株投資 野村アセットマネジメント
エマージン
グ株式

219,746 +24,073

3 グローバルＡＩファンド
三井住友アセットマネジ
メント

外国株式
（先進国）

249,103 +21,090

4
通貨選択型Ｊリート・ファンド（毎
月分配型）ブラジルレアルコース

アセットマネジメントＯｎｅ REIT 90,869 +13,943

5
野村米国ハイ・イールド債券投
信（ブラジルレアルコース）毎月
分配型

野村アセットマネジメント
ハイイールド
債券

176,051 +13,636

■減少

順位 ファンド名 運用会社 カテゴリー
純資産額
（百万円）

前月比
（百万円）

1
新光ＵＳ－ＲＥＩＴオープン（ゼウ
ス）

アセットマネジメントＯｎｅ REIT 1,426,608 -117,990

2
ラサール・グローバルＲＥＩＴファ
ンド（毎月分配型）

日興アセットマネジメント REIT 1,141,439 -89,779

3
フィデリティ・ＵＳリート・ファンドＢ
（為替ヘッジなし）

フィデリティ投信 REIT 1,473,957 -81,093

4
グローバル・ソブリン・オープン
（毎月決算型）

三菱ＵＦＪ国際投信
外国債券
（先進国）

633,176 -27,373

5
ワールド・リート・オープン（毎月
決算型）

三菱ＵＦＪ国際投信 REIT 575,574 -25,519
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同一運用戦略ファンドのパフォーマンス推移（過去5年間） 

米国籍の同一運用戦略ファンド 

ベンチマーク 

新しい技術や考え方を取り入れ社会的に大きな変化を起こすイノベーションに関する投資テーマの
発掘に特化した担当者を擁し、幅広く投資アイデアの収集、分析を行います。 
（モルガン・スタンレー・インベストメント・マネジメントが担当） 

  

 世界の株式のなかから”ハイクオリティ成長株”を探し出す”イノベーション調査”を活用。 
 投資アイディアに基づいた厳選投資により、高いリターンを目指すファンド。 
 2016年9月末の設定後、純資産残高は順調に増加。4カ月で同残高は479億円へ。 

■ファンドの特徴 

１．ハイクオリティ成長企業への投資 

 ハイクオリティ成長企業とは、世の中を大きく変える「イノベーション」を追い風に他社には真似でき
ない競争優位性を持ち、高い成長が期待できる企業を指します。当ファンドでは25～50銘柄のハイク
オリティ成長銘柄へ投資を行います。 

※当ファンドの詳細については、アセットマネジメントOneのＨＰをご参照。
http://www.diam.co.jp/fund/list/313567/index.html 

上位組入銘柄（2016年12月30日基準） 

新顔ファンド紹介  ～初めてMAB 300に入りました～  
  グローバル・ハイクオリティ成長株式ファンド 
   （為替ヘッジなし） 愛称：未来の世界 

No. 銘柄 国・地域 業種 比率 

1 FACEBOOK INC アメリカ 情報技術 9.6% 

2 AMAZON.COM INC アメリカ 一般消費財・ 
サービス 6.9% 

3 EPAM SYSTEMS INC アメリカ 情報技術 6.1% 

4 TAL EDUCATION  
GROUP-ADR 中国 一般消費財・ 

サービス 5.8% 

5 PRICELINE GROUP 
INC アメリカ 一般消費財・ 

サービス 5.8% 

（出所：当ファンドの2017年1月発行月次運用レポートを引用） 

２．厳選投資により高いリターンを狙う 
 
 当ファンドの2016年12月末時点での上位組
入業種比率は情報技術46.0％、一般消費財・
サービス31.6%、また、投資銘柄数は27銘柄、
上位組入5銘柄の組入比率は5％以上と特定
業種、個別銘柄への集中度合いが高くなって
います（出所： 2017年1月発行月次運用レ
ポートより） 。 
 リスクを取ってでも、世の中を変えるような革
新的な成長企業に投資をしたい人には魅力的
な選択肢となり得ます。 

 モルガン・スタンレー・インベ
ストメント・マネジメントでは以
前からイノベーション調査を活
用した運用を手掛けており、同
一運用戦略による米国籍ファ
ンド「モルガン・スタンレー・イン
スティチューショナル・ファンド-
グローバル・オポチュニティ・
ポートフォリオ」は良好なパ
フォーマンスで注目を集めて
います。 
 

※2012年2月末を100としてブルーム

バーグのデータを元に作成。米国籍
の同一運用戦略ファンドは「モルガ
ン・スタンレー・インスティチューショ
ナル・ファンド-グローバル・オポチュ

ニティ・ポートフォリオ（税引後配当込
み）」、ベンチマークは「MSCIACワー

ルドインデックス（税引後配当込み）」
を使用。 

≪イノベーション調査≫ 

運用会社 アセットマネジメントＯｎｅ

主な販社 みずほ証券

カテゴリー

為替ヘッジ なし アクティブ／パッシブ アクティブ

純資産額 47,895 百万円 実質的な運用管理費用 1.836 ％

基準価額 11,190 円 分配金再投資基準価額 11,190 円

設定日

外国株式（先進国）

2016/09/30
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 決算回数から投信市場の変化を探る 

7 

 
 

 日本の投信マーケットにおいて課題とされてきました、毎月決算型ファンドに代表される高分配
投信への偏重は、年1回決算型ファンドが増加することで、一見すると解消傾向にあるようにみ
えます。しかしながら、その実情をみると健全な資産形成に資する取組みは、いまだ道半ばで
あるといえそうです。 

 毎月決算型では外国債券からリートへと資産を変えながら高分配指向が続いており、残高の
増加がみられる年1回決算型においても、ラップ型投信など特定の人気ファンドが受け皿になっ
ています。 

■年1回決算型ファンドの構成割合は徐々に増加 

日本の投信市場においては、毎月分配型（12回決算）の高分配ファンドが根強い人気を博してきまし
た。一方で、長期の資産形成の観点からすると、再投資機能を活かさず元本の取り崩しによる過度
な分配が課題として挙げられています。今回は、投信の主要ファンドをユニバースとするMAB 300を
用いて、決算回数を切り口に、これらの現状について確認します。 

図1は、2013年12月と2016年12月における、決算回数別の純資産残高、ファンド数の構成割合を示し
たものです。直近3年間において、毎月決算型の構成割合は10％近く低下し、年1回決算型の割合は
残高で2割、ファンド数では3割にまで上昇していますが、依然として毎月決算型ファンドの構成割合
が過半を占めています。 

■毎月決算型を中心とした高分配売りは変わっていない 

図1からは、分配に着目した販売姿勢は是正され、健全な資産形成の姿へと着実に変化しているよう
にみえます。 

図2は、毎月決算型における2013年12月と2016年12月の純資産残高の変化（左図）と、2016年12月
の資産別構成比（右図）を示したものです。純資産残高はMAB 300全体では微減となるなか、外国債
券（外国債券（先進国）、ハイイールド債券、新興国債券の合計）から、ＲＥＩＴに乗り換えた動きが見て
取れます。 

外国債券から得られる金利水準が低下したこと、また、新興国債券などの価格が軟調に推移したこ
とを受けて、これらの資産からＲＥＩＴに乗り換えたものであり、高分配投信が選好される動き自体に
変化はなさそうです。 
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【図1】決算回数別の構成割合とその変化 

＜総資産残高ベース＞ ＜ファンド数ベース＞ 

【図2】毎月決算型の純資産残高の変化と資産構成 

＜純資産残高の変化＞ ＜資産構成＞ 
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■年1回決算型では、複合資産型ファンドが伸長しているが 

次に、年1回決算型の資産構成について、同様の視点で確認します。図3は、3年前と直近の純資産
残高の変化（左図）と、直近の資産別構成比（右図）を示したものです。純資産残高全体では2013年
12月時点からの3年間で1.7倍に増加していますが、そのなかでも、複合資産型の増加率が著しく、 
年1回型における同型の構成割合は11％から18％にまで増えています。 

年1回決算型の複合資産型ファンドが増えることは、長期・安定的な資産形成にとっては望ましいこと
といえます。ただし、それは、個人のリテラシーが高まったことや、金融機関による正しい販売姿勢へ
の変化によって生じた結果でしょうか。 

 

【図3】年1回決算型の純資産残高の変化と資産構成 

＜純資産残高の変化＞ ＜資産構成＞ 

■健全な資産形成の姿には道半ば 

この時期は、高分配型ファンドのスキームを良く理解していないシニア層が、毎月決算型でリスクの
高い単一資産のファンドを保有していることが問題点として指摘されていました。一方で、ラップ口座
の人気にあやかる形で、ラップ型投信やリスクコントロール型ファンドなどと呼ばれる、価格下落リス
クに配慮した商品設計のファンドが相次いで設定され、証券会社、銀行がこぞって販売攻勢をかけま
した。 

この結果、複合資産を中心とした年1回決算型が増加したものと思われます。 

このような状況をみる限り、日本の投信市場において健全な資産形成に資する取組みは、いまだ道
半ばと言えそうです。 
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【図4】MAB 300の複合資産におけるラップ型ファンド等の構成割合 
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